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現住人口衰
（4月末目現在）

男　19．678人（一19）1

女　20．337人（＋64）1

言140．015人（→45）i

世帯紐数
　8．254t仕孝昌＝（→6）

投
票
日
は
二
十
二
日
　
　
・

　　

@
　
、
公
明
選
挙
を
ゆ
め
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
時
に
最
高
裁
国
民
審
査

◆
各
撫
関
所
は
次
の
と
お
り
で
「

　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

日
向
市
各
投
頭
区
投
環
所
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車
税
廃
止
の
替
り
財
源
と
し
て
組
△
亀
山
成
届
」
を
ま
だ
出
し
て

餌
論
議
駕
鱒
鞍
懸
三
種
囎
融
融
慣

し
百
分
の
十
噌
が
市
税
々
牧
と
一
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
（
用
紙
は

衆
縁
院
畿
員
選
挙
が
せ
ま
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
真
実
の
意
志
を
、
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
、
す
な
わ
ち
正
し
い
選
挙
、
公
明
選
挙
で
す
。

選
挙
す
る
者
も
、
選
挙
さ
れ
る
者
も
、
省
ん
な
が
、
理

想
遡
挙
の
実
現
を
心
が
け
て
、
民
主
政
治
の
確
立
を
必

ず
や
り
と
げ
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

お
互
い
に
置
旧
自
戒
し
て
、
立
派
な
選
挙
を
い
た
し
ま

し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

軸

（
投
票
区
）

，錆第黒瀬げ第
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戦
二
者
合
同
慰
霊
祭

昭
和
三
十
三
年
展
日
向
市
戦
獲

者
合
同
慰
霊
祭
は
、
四
月
二
十

五
日
市
役
所
講
堂
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

西
南
役
以
後
国
難
の
た
め
に
戦

残
き
れ
た
一
千
三
菖
二
十
八
柚

の
霊
に
対
し
、
心
か
ら
な
る
祈

り
が
騒
げ
ら
れ
ま
し
た
。

従
来
追
善
寺
境
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
こ
と
し
か
ら
市
役
所

前
広
場
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
が
、
当
日
雨
天
の
た

め
講
堂
内
に
祭
壇
を
設
け
行
わ
一

れ
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
列
者
一
千
三
百
名
で
二
の
た
｝

め
式
場
が
せ
ま
く
、
御
遺
族
の
　

な
る
こ
と
㌧
な
り
ま
し
た
。

◇
丸
環
二
心
率

，

－
鵡

　
　
、

ちよつと待て

　
　
　
　
ワ

｝
税
務
課
に
準
備
し
て
あ
り
ま

酵
義
鯵
朔

尊

↑

塗

これてよいのか

この一身

ノ
・
畳
く
。
・
㌦
ζ
。
・
㌔
く
～
・
く
・
ε
3
㌔
ノ
・
3
■
♪
㌔
’
、
・

従
来
の
税
率
は
引
取
価
格
に
対
…
決
定
し
ま
し
た
ら
各
組
合
長
さ

｝
し
百
分
の
四
で
あ
り
ま
し
た
が
　
ん
宛
ご
通
知
し
ま
す
が
、
当
日

．
百
分
の
二
に
引
下
げ
ら
れ
ま
し
　
は
三
十
二
年
度
に
組
合
長
を
っ

…
た
。
　
　
　
　
　
　
と
め
ら
れ
た
方
に
御
幽
席
を
お

…
　
納
税
組
合
長
さ
ん
へ
願
い
し
ま
す
。

　一　

ﾌ
お
願
い
　
　
　
　
　
　
差
押
物
件
公
売
の

「
市
税
の
納
入
に
つ
い
て
色
々
と
　
　
お
知
ら
せ

一
御
協
力
を
い
た
曳
き
感
謝
し
て
　
本
月
も
滞
納
処
分
差
押
不
動
産

お
り
ま
す
。
年
度
替
り
で
組
合
　
（
約
二
卜
件
）
の
公
売
を
月
末

一
畏
き
ん
も
交
酵
せ
ら
れ
た
所
が
頃
行
う
予
定
で
す
。
公
売
十
日

多
い
こ
と
＼
思
い
ま
す
。
毎
年
前
に
は
掲
ぷ
場
に
公
告
し
ま
す

一
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
組
か
ら
、
入
札
希
晒
者
は
市
役
所

合
に
よ
っ
て
は
紅
合
員
が
向
々
支
所
出
狼
所
山
添
板
公
告
を
ご

異
動
す
る
所
も
あ
り
ま
す
の
　
覧
ト
さ
い
。
爾
農
地
入
札
に
つ

　
で
、
異
動
有
無
に
か
、
わ
ら
ず
　
い
て
は
、
県
知
事
の
発
行
す
る

全
組
合
共
年
度
始
め
に
は
必
ず
適
格
証
明
井
を
必
要
と
し
ま
す

　
「
納
税
組
合
紬
戊
届
」
を
出
し
の
て
予
め
御
準
佛
置
き
幽
き

」
て
い
た
ま
く
こ
と
に
し
て
お
り
　
い
。

一
さ
す
の
で
「
．
．
．
十
一
．
．
年
度
税
納

一
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方
々
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
4
市
瀦
会
臨
時
会
は
、
四
月
．
．
ト
一
項
承
認
に
つ
い
て
（
三
十
二
年

こ
と
を
お
わ
び
す
る
次
第
で

す
。式

典
終
了
後
穂
婦
人
会
の
方
々
・

の
お
骨
折
り
で
慰
安
演
芸
会
が

行
わ
れ
、
雨
天
に
か
か
わ
ら
ず

盛
大
童
に
行
事
を
終
り
ま
し

売
。

改

正
さ
れ
た

地
方
税
法
の
お
知
ら
せ

一
八
日
開
か
れ
ま
し
た
。
提
出
さ

れ
決
定
し
た
議
案
と
そ
の
内
容

の
大
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

δ
議
案
第
三
一
四
一
3
轡
決
肇

齋
羅
解
暦
齢

　

　
帯
造
成
嘱
業
負
担
金
資
金
の
起

り

一
債
弐
戸
刀
円
を
参
西
力
円
に
改

一
め
た
。
細
局
小
学
校
改
築
肇
業

度
．
†
算
の
追
加
萸
正
で
あ
っ
て

特
別
と
ん
譲
与
税
約
一
九
万

円
　
、
地
方
・
父
付
税
約
一
六
一
二
万

円
市
債
二
〇
〇
万
円
が
才
入
閣

と
な
っ
た
も
の
で
、
才
幽
で
二

六
一
・
．
万
一
千
円
を
積
立
金
と
し

た
）○

議
案
第
碑
．
一
十
七
号
　
選
挙
管

理
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
（
公

　
市
民
の
皆
様
、
近
頃
は
ど
う

し
た
加
減
か
、
よ
く
由
降
り
の

続
く
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
雨

「
l
l
－
1
，
一
ば
か
り
で
な

「
　
　
　
　
　
一

1市長からのおたより

＜
　
＜
7
葬
は
早

春
か
ら
数
回
の

晩
霜
に
見
舞
わ

れ
、
麦
、
菜
種

は
壊
滅
的
打
撃

を
う
け
、
果
樹

野
災
に
も
甚
大

な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の

凍
霜
災
害
に
引

き
続
い
て
、
こ

の
雨
続
き
で
、

皆
様
き
ぞ
か
し

お
困
り
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

四
　
凋
二
律
当
日
の
日
向
市
合

人
の
遣
族
に
も
、
一
般
下
民
の

方
に
も
広
く
参
加
し
て
貰
っ
て

市
民
全
体
の
誠
意
を
器
り
上
げ

た
慰
霊
祭
に
致
し
た
い
と
思
い

ま
し
て
、
祭
場
を
市
役
所
庁
前

に
変
更
し
ま
し
た
が
、
而
の
た

め
に
十
分
そ
の
口
的
を
達
す
る

ζ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
も
い
市
役
所
講
堂
が
あ

る
の
で
遺
族
の
方
々
だ
け
は
雨

を
凌
い
で
頂
き
、
儀
式
も
厳
粛

に
執
り
行
い
、
余
興
も
ど
う
や

ら
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
頂
く
こ

と
が
臥
来
ま
し
た
こ
と
は
、
せ

め
て
も
の
斗
で
あ
り
ま
し
た
。

　
容
に
な
っ
て
各
部
準
婦
人
会

脊
殉
団
な
ど
の
御
屑
折
り
で
各

部
落
の
合
名
会
か
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
に
も
列
席
’
4
る
よ
う

有
難
い
招
待
状
が
参
り
ま
す
。

無
妻
鰹
り
鍵
篭
海
σ
窪
摩
。

御
慰
労
の
御
挨
拶
を
申
上
げ
た

い
と
思
い
ま
し
て
、
都
合
の
つ

く
限
り
出
席
致
し
て
お
り
ま
す

し
か
彫
何
分
私
が
多
忙
で
あ
り

各
敬
老
会
の
日
取
り
が
重
な
る

場
ム
勤
か
多
い
の
で
思
う
に
委
せ

な
い
の
は
残
念
に
思
い
ま
す
。

お
年
寄
り
が
元
気
に
畏
寿
を
保

っ
て
頂
く
こ
と
は
、
そ
の
一
家

の
慶
帯
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
こ
れ
は
日
向
市
の
名
誉
で

あ
り
、
平
和
口
本
の
実
証
と
も

な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
長
い

閥
の
御
誇
労
に
対
し
て
、
私
闘

は
真
心
か
ら
感
謝
の
気
持
を
表

わ
夢
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
燃
搬
老
会
に
協
賛
し
て
下
さ

る
月
一
の
方
々
、
特
に
そ
の
引

起
を
引
受
け
て
下
さ
る
婦
人
会

轟
年
町
の
お
骨
折
り
に
対
し
て

で
し
た
。

○
区
長
治
田
明
則
（
高
見

橋
）
真
弓
八
郎
（
畑
浦
）
八
木

秋
義
（
曙
）
時
任
義
男
（
江
良
）

赤
木
福
治
（
切
島
）
河
野
茂
秋

（
鶴
町
）
児
玉
嘉
市
（
美
砂
）

甲
斐
正
市
（
金
ケ
浜
）
佐
々
木

国
吉
（
美
々
津
目
通
）
以
上
旧

名O
班
長
　
富
高
上
町
一
区
第
一

班
長
荒
木
ト
キ
エ
他
四
百
二
十

名
。協

議
事
項
は
　
　
　
訓

1
、
昭
和
三
十
三
年
度
間
定
資

　
産
税
市
民
税
等
に
つ
い
て

2
、
自
転
車
荷
車
税
の
廃
止
に

　
つ
い
て

3
、
昭
和
三
十
二
俸
度
出
納
閉

　
鎖
直
前
の
滞
納
整
理
強
行

　
つ
い
て

4
、
三
十
三
年
度
市
税
納
入

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
．

5
、
納
税
組
合
の
設
立
に
つ

　
て
（
以
上
税
務
課
）

6
、
共
同
募
金
の
結
果
報
魯

7
、
日
田
保
育
所
に
つ
い
で

8
、
身
体
障
害
者
巡
廻
相
酸

　
つ
い
て
（
以
上
福
祉
廓

　
所
）

9
、
補
充
遡
挙
人
名
簿
登
鰻

・
請
に
つ
い
て

1
0
、
投
票
所
入
場
券
の
配
布

　
頼
に
つ
い
で

n
、
遡
挙
公
報
審
査
公
報
の

　
布
依
頼
に
づ
い
て
（
以
↑

挙
管
理
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

一
、
軍
人
軍
属
或
い
は
一
般
人

を
聞
わ
ず
昭
和
二
十
七
年
四
月

二
十
九
日
以
降
に
外
地
か
ら
引

揚
げ
た
者
。
こ
の
場
合
は
終
戦

前
六
カ
月
以
上
生
活
の
本
拠
を

外
地
に
有
し
て
い
た
こ
と
の
要

件
は
問
い
ま
せ
ん
。

二
、
軍
属
で
あ
っ
た
者
で
そ
の

勤
勝
が
外
地
に
あ
る
民
間
会
社

事
粟
場
等
に
お
け
る
勤
務
者
と

同
様
と
認
め
ら
れ
る
者
。
軍
属

と
し
て
の
勤
務
場
所
が
、
軍
の

作
戦
に
よ
り
移
動
す
る
可
能
性

が
な
か
っ
た
こ
と
及
び
徴
用
に

よ
り
外
地
に
行
っ
た
軍
属
で
軍

属
と
し
て
の
勤
務
が
臨
時
的
と

認
め
ら
れ
な
い
事
を
要
件
と
し

ま
す
。

三
、
無
給
軍
属
で
あ
っ
た
者

こ
の
場
合
軍
人
軍
属
以
外
の
者

の
判
定
基
準
に
準
じ
て
取
り
扱

い
ま
す
。
な
お
未
請
求
の
方
、

請
求
権
の
有
無
に
つ
い
て
疑
問

の
あ
る
方
は
市
民
課
に
お
い
で

に
な
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

社
会
事
業
へ
寄
附

市
福
祉
事
務
所
を
通
じ
て
、
次

の
と
お
り
市
の
社
会
事
業
へ
寄

附
が
あ
h
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
雷
高
上
町

こ
ん
な
方
は
引
揚
者
給
付
金
の

　
　
　
　
請
求
　
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
金
起
債
九
百
万
円
を
一
丁
百
…
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ

議
院
議
貝
選
挙
の
真
只
中
で
あ
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
六
十
万
円
に
改
め
た
。
）
　
　
一
て
、
委
員
の
定
員
数
が
四
名
と

獲
影
繋
羅
藍
蝋
嚇
曝
冊
難
論
勅
題
劃
騰
畿
甥
項
。
鑛
鵬
聾
謡
醗
難
溜
纏
鐸
遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
り
き
ま
り
ま
し
た
。

つ
て
お
り
ま
す
。
申
す
ま
で
も
三
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
一
課
税
が
市
に
移
管
さ
れ
・
以
上
｛
般
会
計
墨
入
才
出
予
算
様
式
の

難
難
い
轟
轟
　
　
市
民
の
杓
｝
申
上
げ
た
車
輌
（
島
機
付
自
＝
部
改
正
で
あ
怯
市
税
の
款
「
近
鍛
騒
縫
酵

羅
羅
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癩
糠
油
㎝
繕

投
票
し
て
下
き
っ
て
、
忌
わ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
議
員
総
選
単
の
費
用
約
三
十

い
週
挙
違
反
な
ど
・
［
向
市
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甥
、
万
円
を
迫
加
し
た
）
．

に
限
つ
三
人
も
出
な
い
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
6
本
嘉
子
さ
ん

お
η
に
注
意
し
て
下
さ
る
よ
う

祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て

遡
肇
後
は
選
挙
中
の
争
い
を
サ
，

プ
リ
と
忘
れ
て
四
刀
巾
民
一
致

協
力
し
て
市
の
発
展
を
図
る
こ
一
と
に
な
り
ま
し
た
，

と
が
出
来
る
よ
う
に
致
し
ま
し
」

許
長
三
餐
童
羅
難
論
囎
霧
姥
難
避
難
饗
繹
｝
譲
難
蕊
轟
難
講
矯

と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ん
に
関
係
の
あ
る
部
分
に
つ

い
て
の
み
簡
単
に
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

◇
自
転
車
荷
車
税
の

　
　
廃
止
と
軽
臼
田
車

　
　
税
の
創
設

従
来
「
自
転
寧
荷
車
税
」
が
課

税
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
魯
通

n
転
唯
、
リ
ヤ
カ
ー
、
荷
車
荷

馬
車
等
は
、
課
税
さ
れ
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し

　
「
軽
臼
動
車
税
」
が
創
設
せ
ら

一
れ
、
今
ま
で
自
転
寧
荷
車
税
の

蘇
藩
潜
糠
「
鴨
雛
雑
喉
魅
繍

灘
黙
黙
羅
囎
謙
細
隙
灘

な
っ
て
お
り
ま
す
。
課
税
に
つ
　
油
津
港
が
該
当
す
る
港
で
す
）

い
て
諸
悪
の
準
備
を
進
め
て
お
一
〇
議
案
第
『
十
六
号
専
決
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

り
ま
す
が
、
所
4
1
茜
は
必
ず
市

艮
宛
書
書
を
提
出
藍
ば
な
　
区
長
会
開
か
る

自
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
長
九
氏
班
長
四
百
二
十
一
氏
へ
感
謝
状

◇
た
ば
こ
消
費
税
々

率
の
3
1
上
　
喰
瓢
湖
鱗
蝉
鍵
羅
は
区
長
班
長
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
塩
月
林
業
勤
務
）
は
貰
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
拾
得
く
W
四
千
四
百
円
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
内
倉
一
清
氏
（
日
向
興
銀
窟

｝
昭
和
三
＋
三
年
峯
耳
翼
萱
午
後
四
時
半
閉
会
し
ま
褻
器
無
熱
外
さ
ん

（
市
役
所
人
事

　
　
　
（
岩
脇
支
所
）
黒
木
鈴

市
長
窒
勤
務
を
命
ず
る

（
幸
脇
出
張
所
長
）
小
林
畝
太

総
務
課
健
康
保
険
係
勤
務
ろ

ず
る

　
　
（
消
防
木
部
）
　
高
山

税
膀
陳
徴
収
係
勤
務
を
命
ず

　
（
美
々
津
支
所
）
橋
口
嘉
代

税
務
課
勤
筋
を
命
ず
る

　
（
会
計
課
係
長
）
黒
木
正

　
　
（
衛
　
生
　
課
）
福
永
正

市
民
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
（
三
三
課
係
長
）
甲
斐
ご

衛
生
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
（
商
工
課
係
長
）
佐
藤
蒔

農
林
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
（
母
子
寮
係
長
）
海
野

　
　
　
（
農
林
課
）
奈
須
電

　
　
　
（
土
木
課
）
山
本
京

商
工
水
産
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
（
総
務
課
）
黒
木
満

　
　
（
商
工
水
産
課
）
佐
藤
糸

土
木
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
（
市
民
課
）
渋
谷
利

会
計
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
（
会
副
課
）
渋
谷
利

係
長
に
補
す

　
　
　
・
剛
（
休
職
）
　
児
玉

　
　
（
市
長
室
）
田
中
チ
ニ

岩
脇
支
所
勤
務
を
命
ず
る

　
　
（
農
業
禿
員
会
）
橋
口
鍛

美
々
津
支
所
勤
揚
を
命
ず
る

　
　
（
美
々
沖
支
所
）
中
山

幸
脇
出
張
所
長
を
命
ず
る

　
　
　
（
岩
脇
支
所
）
新
名
庄

母
子
寮
（
授
産
場
）
勤
務
布

ず
る

　
　
（
商
工
水
産
課
）
佐
伯

農
菜
委
員
会
勤
務
を
命
ず
る

　
．
み
税
務
裸
〕
柏
田
義

糧
嚢
劣
藍
峯
儀
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噺
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ら
ぎ
器
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ふ

く㌣　　　、パ“

㌧～ぜ熱妻
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鴨
‘
ヒ

鮮
、
デ

W
、

∴
Ψ

細
島
小
学
稜
落
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祝
賀
式
盛
大
に
行
わ
る

細
島
小
学
校
は
老
朽
校
舎
で
あ
「
で
完
成
ま
で
の
総
工
費
約
四
千
一
児
童
た
ち
も
こ
の
完
備
し
た
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
室
二
一
境
の
巾
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
．
二
七
↑
七
万
円
、

つ
た
た
め
、

　
　
　
　
　
殴
る
昭
和
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誇
ら
し
げ
に
勉
強

十
r
月
．
．
卜
日
第
一
期
丁
事
を
・
十
四
室
の
外
、
完
㈱
し
た
衛
生
「
に
は
げ
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

著
一
し
、
以
茎
、
一
力
年
計
面
で
｝
室
、
放
送
醒
、
落
つ
い
た
校
長
｝
〔
写
真
∪
上
は
新
校
舎
正
面
。

第
一
．
期
r
唯
は
二
十
一
年
十
月
一
室
な
と
巾
内
で
は
勿
論
の
こ
，
下
は
落
成
祝
賀
会
の
式
典
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
一
．
．
日
、
笥
．
．
一
期
⊥
贋
は
鮪
年
一
と
、
こ
の
地
方
で
は
最
も
立
派
・

ト
一
月
八
日
目
れ
ぞ
れ
着
丁
し
な
械
舎
が
で
き
あ
が
め
ま
し
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
鉄
筋
校
舎
健
設
か
行
っ
て
た
。
教
冨
は
明
る
く
色
彩
に
も
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
・
・
し
た
が
遂
に
冗
成
し
、
四
一
意
を
用
い
て
あ
り
照
板
は
ス
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

月
｝
ー
ヒ
目
藩
成
祝
賀
式
を
盛
1
ー
プ
型
で
見
や
す
く
な
っ
て
い

人
に
あ
け
払
、
し
た
。
　
　
　
　
．
主
す
。
コ
型
の
校
舎
の
中
肛
に

麺
八
白
七
i
ハ
坪
、
臨
場
コ
ン
　
は
、
P
l
A
に
よ
っ
て
泉
水
池

ヶ
リ
ー
ト
．
階
憩
の
近
代
校
奔
一
も
辿
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
．

隔
鱒
圏
騨
燭
●
卿
印
，
鱒
脚
嗣
■
●
ρ
圏
一
需
曹
印
剛
●
噛
鱒
謄
口
●
●
”
●
●
帥
脚
P
齢
隔
騨
騨
一
圃
“
●
●
囎
■
齢
●
●
鱒
曽
騨
騨
口
■
唱
●
脚
●
鱒
噂
●
暉
●
飼
欄
梱
■
酪
騨
騨
●
疇
，
●
O
暉
，
噂
，
鰯
O
幽
鱒
O

　
　
　
　
芙
々
津
港
の
イ
リ
コ
．
干
し
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

塩
ゆ
ω
陽
冷
浴
び
て
、
イ
リ
コ
も
銀
色
に
ひ
か
る
。

「

（
幸
脇
に
て
）

画
定
〒規工業地区に

をうけた日向地区指

通
薦
省
で
は
丁

場
地
方
分
散
の

口
的
で
昭
和
L

ト
ご
、
一
1
度
新
規

丁
望
地
区
確
業

量
地
条
d
調
査

榊
定
地
と
し
て

目
向
地
区
昂
指

定
し
て
き
ま
し

た
。
日
向
地
区

と
は
細
島
臨
海

工
業
茄
寸
地
を

中
・
い
と
し
た
門

川
、
延
岡
地
区

を
含
む
も
の
で

す
が
、
こ
の
指

　
　
　
　
　
通

蔭
省
が
全
国
に
ま
ず
三
十
ニ
カ
」
こ
の
指
定
に
よ
っ
て
既
に
　
一

所
指
定
し
て
い
る
も
の
の
中
、
～
次
調
査
は
五
月
末
日
ま
で
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

八
ヵ
所
を
注
目
す
べ
き
地
区
と
「
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

し
、
さ
ら
に
償
要
性
の
あ
る
三
一
中
で
あ
り
ま
し
て
、
資
料

ヵ
所
に
し
ぼ
っ
て
い
ま
す
が
、
　
の
上
は
全
園
各
企
業
家
に

嬬
隅
棚
鋸
盤
地
区
隔
る
、
と
に
な
っ
て
釜

こ
ど
も
の
日

五
月
五
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

の
行
事
と
し
て
、
市
で
は
三
尾

市
長
が
市
内
の
各
幼
稚
園
、
保

育
園
を
廻
っ
て
、
集
っ
た
子
供

た
ち
に
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
、
風
船
…
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
お

く
り
ま
し
た
。
粛
高
幼
稚
園
、

正
念
講
保
育
園
、
口
向
力
ト
リ

ソ
ク
幼
稚
園
、
細
島
保
青
…
園
、

一
笑
々
沖
保
育
園
の
四
百
八
＋
五

一
嶺
の
子
供
た
ち
は
、
お
祝
の
君

一
葉
を
待
た
ず
に
〃
風
船
〃
冷
風

痂
賑
購
猟
辮

，
は
大
変
静
か
で
、
「
元
気
で
、

お
利
口
に
な
っ
て
下
さ
い
ね
」

｝
と
震
わ
れ
る
と
「
ハ
イ
」
と
答

［
え
そ
の
あ
と
か
わ
い
～
歌
と
遊

｝
戯
を
し
て
見
せ
ま
し
た
。噺　〔写真〕日向カトリック幼積「照にてお祝をうける閲顧たち

優
艮
赤
ち
ゃ
ん
審
査

結
果

本
年
度
の
日
向
市
、
西
日
本
新

聞
社
共
催
の
優
良
赤
ち
ゃ
ん
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
四
月
十
一
日
市

講
堂
で
最
終
審
査
が
行
わ
れ
、

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

◎
特
選
　
河
野
慮
子
（
平
蔵
・

財
光
寺
切
島
区
）
◎
一
位
　
山

本
妙
子
（
晴
夫
・
切
島
区
）
福

田
京
子
（
三
懲
・
平
岩
符
野
）

坪
井
敏
洋
（
昇
・
下
原
町
）
刈

川
耕
二
（
水
保
・
新
財
市
）

一
◎
二
位
　
八
木
久
庭
子
（
曙
）

・
伊
藤
タ
カ
子
（
宮
ノ
上
）
矢
野

貴
子
（
美
々
沖
中
町
）
田
中
翠

徳
（
曽
根
）
大
塚
理
江
（
箕
々

津
上
町
）
生
垣
一
郎
（
本
町
）

中
山
和
四
郎
（
別
府
）
山
崎
サ

ト
ミ
（
地
蔵
）
菊
田
純
生
（
本

谷
）
黒
木
一
臣
（
山
下
）

◎
入
選
　
松
葉
美
穂
他
十
九
名

な
お
西
日
本
新
聞
社
主
催
の
宮

崎
県
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
生
後
一

日
数
の
規
定
の
関
係
で
、
一
位
一

の
山
本
妙
子
ち
ゃ
ん
が
出
場
に
皿

決
ま
り
、
十
八
日
脚
で
審
査
が
一

行
わ
れ
る
予
定
て
す
。

　
〔
写
真
〕
県
コ
ン
ク
ー
ル
に

幽
醒
す
る
山
本
妙
～
ち
ゃ
ん
母

隼
中
共
か
ら
引
揚
げ
、
　
一

八
年
財
光
寺
の
開
拓
農
家
と
な

り
現
在
田
二
反
畑
六
反
を
耕
作

し
て
い
ま
す
。

頁
円
位
、
松
葉
さ
ん
は
一
千
円

で
す
が
、
部
落
全
戸
が
貯
蓄
組

合
員
で
あ
る
こ
と
は
、
松
秦
さ

ん
の
熱
心
な
指
導
の
績
果
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
婦
人
貯
蓄
組

合
の
貯
金
類
は
、
岩
脇
郵
便
局

長
の
話
で
は
、
現
在
額
十
五
万

三
千
八
百
円
で
あ
り
、
金
額
ば

さ
し
て
大
き
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
何
所
で
も
試
み
て

は
長
つ
づ
き
し
な
い
貯
金
組
合

が
、
地
道
に
中
断
す
る
こ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
へ

く
続
い
て
き
て
い
る
O
と
は
、

区
民
全
体
が
貯
蓄
精
神
を
身
に

つ
け
て
い
る
た
め
で
、
こ
の
蔭

に
は
や
は
り
松
葉
さ
ん
の
不
断

の
弛
ま
な
い
努
力
が
あ
っ
た
訳

で
す
。

農
家
の
メ
モ

　
財
光
寺
開
拓
地
自

　
作
農
家
へ
売
渡
し

一
財
光
寺
旧
飛
行
場
跡
は
開
拓
地
．

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
五
月
十
皿

四
日
個
人
売
渡
し
が
行
わ
れ
る
一

H
早
植
稲
も
田
檀
を
終
り
ま

し
た
が
、
昨
年
追
肥
で
失
敗
し

た
方
が
大
分
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
年
は
追
肥
は
し
な
い
よ

う
に
し
た
方
が
安
全
で
す
。
追

肥
を
す
る
方
は
田
植
か
ら
二
十

日
ま
で
に
硫
安
を
施
す
こ
と
、

反
当
施
肥
量
は
生
育
状
態
を
み

て
多
く
て
二
貫
位
と
し
ま
す
。

　
⇔
病
害
虫
の
防
除
に
特
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
謡
特
に
病
気

に
つ
い
て
は
害
虫
防
除
の
よ
う

に
市
か
ら
指
示
し
な
い
事
が
多

い
の
で
、
充
分
注
意
し
で
防
除

よ
り
予
防
で
す
す
み
ま
し
ょ

．
つ
。

　
鱒
普
通
水
稲
が
早
植
に
つ
れ

て
攣
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
ナ

が
、
醜
態
水
稲
0
晶
極
は
感
桐

性
の
品
極
と
い
わ
れ
て
い
↓

す
。
本
県
の
現
在
の
二
種
は
面

識
性
と
い
っ
て
、
秋
に
な
ら
怖

い
と
稔
ら
な
い
晶
種
で
す
取

ら
、
先
日
の
実
行
組
合
長
会
（

申
合
せ
で
、
山
間
部
五
月
十
デ

日
沿
海
部
で
五
月
二
十
五
日
・

驕
心
に
下
種
す
る
事
に
な
り
申

し
た
。
各
人
ば
ら
ば
ら
に
な
ハ

な
い
よ
う
に
し
て
旧
き
い
。

栽
培
す
る
晶
種
の
組
合
せ
に
（

い
て
も
、
台
風
等
の
被
害
を
｛

く
し
、
安
全
多
収
を
す
る
た
Ω

に
組
合
せ
も
早
三
割
中
三
割
酪

四
割
と
し
た
方
が
よ
い
で
し
」

う
。
種
子
消
毒
も
市
か
ら
薬
”

配
布
し
て
あ
り
ま
す
の
で
有
刊

に
使
用
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨
入
実
践
部
落
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
る

子
。
山
本
さ
ん
は
昭
和
一
レ
七
一
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
売
渡
す
農
村
の
生
産
増
強
と
消
費
の
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
　
4

収
入
が
あ
れ
ば
先
ず
貯
金

　
貯
蓄
功
績
装
彰
の
松
葉
き
ん

面
積
は
ト
七
町
八
反
六
畝
で
す
一
押
化
を
は
か
る
目
的
で
、
こ
と

が
、
t
と
し
て
増
反
入
植
者
で
　
し
も
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
白
石
名
に
対
し
臼
嘱
ら
れ
る
一
た
ケ
活
改
善
婦
人
実
践
部
落
の

定
左
う
け
た
日
向
地
区
は
、

一
も
の
で
す
。
こ
の
総
売
渡
額
は

白
四
一
三
万
卉
壬
九
白
ご
．
十
二

円
で
畑
は
反
当
陣
地
T
九
百

円
、
旧
は
約
一
万
二
丁
二
百
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
こ
の
し
地
は
昭
和
二
十
二
年
頃

平
岩
宮
ノ
上
区
の
松
葉
弥
市
…
入
は
貯
金
し
よ
う
と
¢
す
め
て
一
国
有
地
を
個
人
に
売
渡
し
た
も

◇
農
休
日
（
毎
月
）

小
原
二
十
日
。
金
ケ
浜
十
究
口

落
鹿
二
十
日

町
指
定
は
小
原
、
金
ケ
浜
、
落

鹿
の
三
部
落
と
決
．
ま
り
ま
し
｝
せ
ん
。

（
・
。
）
さ
ん
は
、
五
月
二
日
県
噛
た
松
彙
さ
ん
は
、
川
向
頃
前
あ
で
す
が
、
そ
の
後
政
府
の
検
由
＋
二
町
五
反
・
織
工
町
七

　【一，

た
。
各
部
落
の
業
態
と
実
施
訓

画
を
み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
小
原
部
落
（
篶
）

戸
数
二
十
二
戸
、
人
員
一
一
八

麗
麗
蕪
鱗
　
灘
懲
懲
雛
撒
聯
躍
羅
顯
幽

5月10〔発行

国　？

1融和33年（1958）

憾N

ー
ー
私
竃
1
｝

国
民
健
康
保
険
の
話

　
　
◆
市
民
の
生
計
◆

二
本
立
ち
の
圧
活
か
ら
は
ず
れ

｝
て
国
家
の
扶
助
を
受
け
な
け
れ

…
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

｛
は
、
誰
し
も
残
念
な
こ
と
と
思

…
い
ま
す
。
も
と
よ
り
好
ん
で
こ

「
ん
な
境
界
に
陥
る
人
な
ど
一
人

　
と
し
て
あ
る
筈
が
あ
り
ま
せ

…
ん
。
に
も
拘
ら
ず
、
当
市
に
も

．
七
三
〇
名
か
ら
の
こ
う
い
っ
た

　

「
気
の
毒
な
人
々
が
現
に
居
住
し

一
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
一
体

一
こ
う
し
た
人
々
は
ど
ん
な
原
囚

一
か
ら
こ
う
し
た
境
遇
に
落
ち
る

」
　
の
で
し
ょ
う
か
。

厚
生
省
の
調
べ
た
統
計
に
よ
り

ま
す
と
、
要
保
護
世
帯
に
転
落

す
る
者
を
大
別
し
て
、
峰
入
の

減
少
に
よ
る
も
の
ξ
病
毒
の
増

【
そ
の
一
】

加
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
比

率
は
前
者
か
七
六
、
七
％
後
者

が
ご
三
、
一
一
．
％
で
、
断
然
収
入

減
に
よ
る
転
落
の
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
し
か
も
何
れ
の

場
合
も
世
帯
主
、
家
族
の
傷
納

に
よ
る
も
の
が
最
高
を
占
め
て

い
る
こ
と
は
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

そ
の
比
率
は
収
入
減
に
よ
る
も

の
四
一
％
支
出
増
に
よ
る
も
の

一
九
、
一
％
双
方
合
し
た
一
〇

〇
分
比
は
六
〇
％
以
上
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
う
い
っ
た
人
と
は
収
入
の
低

い
人
々
て
あ
り
、
多
額
の
収
入

の
あ
る
人
と
は
、
か
り
に
病
気

を
し
て
も
さ
し
て
因
る
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
ま
せ
A
が
、
そ
れ

で
は
一
体
ど
の
位
の
階
層
か
ら

が
家
族
に
病
気
を
さ
れ
た
ら
忽

ち
因
る
人
々
で
し
よ
う
か
。
月

牧
｝
強
奪
と
い
え
ば
日
に
直
し

て
三
百
一
．
一
十
円
の
収
入
で
す
も
な
い
広
い
褒
家
で
、
表
彰
状

が
、
こ
れ
で
は
夫
婦
二
人
で
事
と
盾
を
前
に
し
て
〃
貯
蓄
の
考

鑓
雛
諮
講
麟
鍵
蘂
齢
の
の
躍

層
の
人
々
が
ど
れ
位
い
る
で
し
も
の
で
も
な
い
、
小
額
で
も
よ

よ
う
。
統
計
に
よ
れ
ば
九
一
〇

世
帯
三
二
五
八
人
と
い
う
数
字

が
で
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ

を
二
万
円
ま
で
上
げ
ま
す
と
対

象
人
員
四
二
〇
〇
人
に
対
し
三

二
一
．
○
人
、
約
八
割
ま
で
が
こ

の
内
に
含
み
ま
す
。
月
牧
二
万

円
の
家
庭
で
は
少
く
と
も
家
族

四
人
多
き
は
七
、
八
名
の
家
庭

で
す
か
ら
こ
れ
と
て
も
一
度
病

気
に
か
か
れ
ば
家
計
は
忽
ち
御

破
算
を
免
か
れ
ま
す
ま
い
。

　
（
次
は
医
療
嚢
の
籍
で
芝
’

働
き
な
が
ら
学
ぶ

農
村
建
設
青
年
隊
へ

あ
な
た
の
将
来
は
、
あ
な
た
・

身
で
切
り
ひ
ら
か
ね
ば
な
り

灘
　
網
羅
雛
脚
籔
…
灘
灘
一
一
藩
雛
謹

聴
蠕
饗
野
間
…
騨
鼻
翼
隷
聾
魚
串
棚
田
離
馳
磯
蘇

人
口
よ
う
や
く
四
万
を
こ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
市
の
人
口
は
四
月
末
で
、
初

い
か
ら
続
け
て
や
っ
て
み
よ
う
一
め
て
四
万
入
を
こ
え
四
万
四
五

で
は
な
い
か
、
と
あ
ら
ゆ
る
機
　
人
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十

齢
雛
難
欝
驚
鐙
鱗
㎜
㌍
鴉
耐
油
耀

要
あ
る
時
引
出
し
て
い
ま
す
。
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郵
便
局
は
駆
落
か
も
知
れ
ぬ
…
富
島
町
と
岩
脇
村
が
合
併
し
て

が
、
残
っ
て
い
く
分
が
貯
醒
に
一
日
向
市
制
を
し
い
た
と
き
は
三

な
っ
て
い
き
ま
す
〃
と
語
る
こ
　
万
一
干
五
百
十
五
人
で
し
た

の
一
家
は
、
近
所
で
も
働
き
者
が
、
そ
の
後
昭
和
三
十
年
一
月

だ
と
い
う
評
判
。
　
　
　
　
　
＝
日
に
章
々
津
町
を
合
併
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窮
嘱
籠
鞠
魍
璽
鎧
筋
祭
轍
鮪
越
備

と
先
ず
郵
便
局
に
貯
金
し
、
皇
霊
は
関
、
心
を
も
つ
て
き
ま
し

と
、
三
万
六
千
二
十
七
人
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
後
七
年
間

に
三
千
九
百
八
十
八
人
増
し

て
、
四
万
十
五
人
に
な
っ
た
訳

で
す
。
昭
和
二
十
六
年
以
降
の

人
口
推
移
を
表
に
し
て
み
ま
す

と
（
美
々
津
町
人
口
を
含
む
）

　
人
人
人
人
人
人
人
人

　
7
6
7
8
且
5
7
5

　
2
2
5
5
9
9
2
1

　
0
9
監
0
9
7
4
0

　
3
6
3
5
3
6
3
7
3
7
3
8
3
9
如

26年4月

27年〃

28年目

釣年〃
30年〃

3且年〃

32年〃

33年〃

◎
落
鹿
（
榮
々
津
）

戸
数
三
十
六
戸
’
人
員
二
四

三
、
田
二
十
四
町
二
反
、
畑
四

町
三
反
、
山
林
十
五
町
、
牛
二

三
、
馬
一
〇
、
豚
十
二
、
山
羊

五
、
に
わ
と
り
七
〇
、
う
さ
ぎ

な
し
、
緬
羊
三
。

◆
実
施
計
画

三
部
落
と
も
大
体
共
通
し
て
お

り
ま
す
。

①
家
計
簿
の
記
入
、
貯
蓄
励
行

②
集
会
時
間
の
厳
守

③
有
色
野
菜
の
桜
田
利
用
と
豆

　
類
、
ナ
タ
ネ
の
利
用

④
山
羊
、
に
わ
と
り
の
導
入

⑤
物
の
置
物
場
所
決
定
、
洗
濯

　
台
の
設
置

三
人
の
曜
一
の
研
修
の
場
で

一
る
機
村
建
設
胃
年
隊
に
、
応

一
す
る
よ
う
、
す
す
め
ま
す
。

　｝○

梵
ｨ
資
格
　
年
令
満
十
八

　
以
上
二
十
乱
才
ま
て
の
独

藤
灘
胴
騰
で
購

一
郡
高
岡
町
林
道
工
事

一〇
賃
金
　
現
地
作
業
に
従
瑠

　
た
置
く
8
4
一
口
三
百
円
以
ト

リ

｝
○
申
込
の
締
切
　
六
月
五
日

　
　
　
　
　
宮
崎
県
経
済
部

｝
地
開
拓
課
、
ま
た
は
市
役

　
農
林
課

○
訂
し
く
は
市
役
所
農
林
課
一

お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
婦
人
自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
衛
生
、
看
護
業
η

に
従
画
す
る
婦
人
自
衛
官
（

。
二
等
陸
圏
）
を
募
集
し
て

ま
す
。
　
　
’

受
付
は
五
月
三
十
一
日
ま
で

な
っ
て
い
ま
す
。
年
令
は
昭
・

八
年
四
月
二
日
以
降
出
生
（

十
五
才
未
満
）
詳
し
く
は
市
’

所
総
務
課
で
お
た
ず
ね
下
さ

　
二
級
建
築
士
試
験

　
　
　
　
　
五
月
十
日
か
ら

申
込
受
付

　
　
　
　
　
六
月
＋
日
ま
で

受
付
場
所

　　

@（

ﾕ
湯
煎
築
．

申
込
先
宮
崎
県
建
築
課

試
験
臼
七
月
気
。
六
日
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